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製造業 商 業 サービス業
零細企業 ０～１０人 ０～１０人 ０～１０人
小規模企業 １１～５０ １１～３０ １１～５０
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⑩「Highest SA de CV のケース・スタディー」
XóchitI Livier de La O Hernández
リヴィエール氏は，フォング博士の提唱する理論を基に実証を試みる。表題
の Highest SA de CV をケース・スタディの対象に選び，企業の戦略のための
製造業 商 業 サービス業
零細企業 １～３０人 １～５人 １～２０人
小 企 業 ３１～１００ ６～２０ ２１～５０
中 企 業 １０１～５００ ２１～１００ ５１～１００








っている。付言すれば，H 社の商号の SA de CV とういのは「可変資本株式会
社」の意味。sociedad anónima de capital variable の頭文字。取締役会の決議の
みで，資本の増加が可能で，我が国の授権資本制とほぼ同じ。ラテンアメリカ
では，メキシコのみの会社形態である（詳細は，中川和彦稿『メキシコの可変資
本会社制度』成城大学『経済研究』２５号）。
以上，粗雑ながら，フォングおよびローブレス両氏編纂の『メキシコにおけ
る中小企業の現状』の内容を紹介した。論者は商法専攻で，メキシコの商法，
会社法の側面から中小企業の問題を垣間みたことがあるにすぎない。内容の紹
介にあたり，誤解，理解不十分の箇所があったのではないか，おそれる者であ
る。
ともあれ，本書の意義は，第一に，メキシコで，自国の中小企業の研究が始
められている事，しかも，博士論文執筆を目指している，若い研究者が研究に
従事し，その成果が一冊に纏められ，出版に至っている事である。そして，各
論稿の文末に参考文献のリストが付されているが，学問的に先進する諸国の研
究が網羅されており，それらを参照し，咀嚼していることがわかる（残念なが
ら，日本における中小企業の状況に言及する記述があるが，日本の研究の言及はない）。
しかし，それら欧米の先達する文献の紹介に終わる事なく，その学習を基盤に
し，方法論を模索し，研究を進め，論旨を展開しようと努力している。
メキシコ経済における中小企業の占める重要性は，いまさら言うまでもない。
その振興について，メキシコ政府は，種々の振興策を策定しているようである
が，必ずしも，成功していない。解決の隘路というか，難問題のひとつは，本
書の幾つかの論稿で指摘されているように，資金というか，金融の問題である。
私の乏しい見聞によれば，メキシコの中小企業というか，零細企業の経営資金
の出所は自己あるいは家族の貯蓄が主，これに加えて，材料，商品の仕入れ代
金の後払い，製造業の場合は，納入予定の製品の前払いという，一種の問屋金
中川和彦：文献解説『メキシコにおける中小企業：現状および戦略的挑戦』
― ―１０１
融？に依存する割合が大きいようである。ちなみに，メキシコも含め，ラテン
アメリカ諸国では，法制度として手形はあるが，約束手形の利用は稀で，日本
におけるような手形金融は盛んではない。さらに，近時，メキシコの現政権は
ネオリベラリズムの経済政策を取り，その一環として，自由化，金融業につい
ても，外資の資本参加の規制を緩和したため，メキシコの銀行の多くは外資系
となり，巨額の利益を上げているにもかかわらず，地場産業への融資が足踏み
状態にあるとの批判の声があがっている現状で，中小企業の金融は問題となっ
ている。証券市場を通じての，資金の企業への還流も，政府の施策に一つとな
っており，法制度の整備が図られており，昨年末，フォング博士に同行した岡
部教授の研究課題の一つのようである。
最後に，フォング，ローブレス両氏編纂の本書の収録論稿の幾つかの表題に
見られるように，中小企業の成長と IT 産業というか，電子機器を利用する新
たな手法が，メキシコにおける中小企業の成長に関連しているようである。こ
のあらたな技術の採用が幾つかの企業の急成長の切っ掛けとなっている。この
点に関連し，ローブレス氏の論稿でも，触れているように，電子取引は，商法
関係の法制度の改正にまで及んでいる。
昨年１２月，来学されたフォング博士はすぐれて学究的なお人柄の印象を受
けた。これを機会に，発展途上の段階を脱しつつあるメキシコの中小企業の研
究が，我が国のそれとの比較研究が継続されることを期待する。
（なかがわ・かずひこ 成城大学名誉教授）
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